
「学びの自立」をめざす算数科の学習
～異学年の共有の場の構成を新たな視点として～

松　浦　武　人

1はじめに　～「感性」から「自立」へ～

平成5年6月から平成8年6月までの3年間,本校では「豊かな感性を育む」という研究主題を

設定して実践研究を行った。その中で筆者は,日々の算数科の授業を通して次のような子どもを育

てたいと考えてきた。それは,「日常の事象の中に存在する数理を,学習内容と関連づけて観とり,

追究していく子ども」である。日常の事象を学習内容と結びつけて観ることができる子ども,そこ

からさらに自分なりの追究を楽しむことができる子どもは,いつでもどこでも考えることを楽しみ

ながら自分で自分を磨き,高め続けていくことのできる子どもである。さらに,この「めざす子ど

も像」は,生涯を通しての人としての豊かな生き方にもつながるものと考えた。つまり,"考える

ことは楽しい"と心から思う人間,自己学習力をもつ人間,自己教育力をもつ人間,生涯学習し続

ける人間,そのような人間像に結びついていくものとしてとらえてきた。このように,感性の研究

の中で筆者が追い求めてきたものは,「価値あるものに気づく感覚」1)としての感性それ自体にと

どまらず,感性に触発された情操であり,感性や情操に支えられた具体的な追究活動であった。そ

して,めざす子ども像の延長線上には,最終的な願いとしての自己学習力や自己教育力をそなえた

人間像があった。梶田叡一氏は,人間教育の大きな目標の1つとして「自立性」を掲げて,次のよ

うに指摘されている。

「学校教育で特に育成すべき自立性とは,学びの自立であり,判断と行動の自立である。自分の内

的な渇きと促しに支えられて学習に向かうようになる。そして,自分なりの実感を土台に,自分

なりの問いをもって,自分なりの納得を求めて,追究・探求の活動を進めていけるようになる。

これが自立に他ならない。」2)

先に述べた筆者のめざす人間像(自己学習力や自己教育力をそなえた人間像)も,まさしく「学び

の自立」の姿を示す人間像である。

このように,筆者ほ,新研究主題「自立に向かう子どもたち」を感性の研究の道標としてとらえ

ているとともに,算数科教育でめざす人間像の最終的な姿として「学びの自立」をとらえている。

2　研究の方途

本節では,学びの自立を確立していくための方途(研究の方途)としての教師の支援について述

べてみたいと思う。

(1)豊かな感性を育むための支援

研究の方途を考えるにあたって拠り所としたものは,学びの自立の原点とも言える「豊かな感性」

を育むための教師の支援である。感性の研究においては,めざす子ども像を具現化するための授業

(日常の事象に数理を観る眼を育む授業)づくりとその実践にあたって,次のような教師の支援(手

だて)が必要であると考えてきた3)。

A　問題・課題の開発と提示に関する支援

al　子どもたち自身が問いをもち,進んで解決したいと思うような素材や問題・課題を開

発し,提示する。

a2　解決方法や追究活動を多様に考えることができる問題・課題を開発し,提示する。
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a3　解決するための方法が問題場面を変えても発展的に生かされる問題・課題を開発し提

示する。

B　評価の場の設定と方法に関する支援

bl　評価(自己評価,相互評価,他者評価)の場を設定する。

b2　自己評価基準と振り返りの視点を設定する。

b3　自己評価の記述に対して,教師評価を返す。

C　日常の事象との関連を図るための支援

Cl　子どもたちにとって,一見,算数科の学習内容とは関わりないように思える日常の事

象を素材として取り上げ,教材化する。

C2　身体を動かして学習内容を感じとる場,課題解決に向かって身体を使って調べる場を

設定する。(学習内容を具体的なイメージとして残す。)

C3　生活の中で発見した数理を自分なりに整理するためのノートを,子ども一人一人に持

たせる。

これらの支援は,最終的な願いとしての「学びの自立」の確立をめざして実践してきたものであ

ったので,本年度においても継続し,大切にしてきたものである。次項において,自立に向かう子

ども像と関連させて示すことにする。

(2)自立に向かう子ども像とその具現化を図るための教師の支援

ここでは,自立に向かう子ども像(めざす子ども像)とその具現化を図るための教師の支援につ

いて,実践してきたことを整理してみた。(教師の支援の記号は前項のものと対応している。)

め ざす 子 ども像 主 な教師 の支 援

自 ら課 題 を見つ け, 情報 収集 (対象へ の働 きかけ) を し, 解決 して い こ うとす ・支 援 a l

る子 ども ・支 援 a 2

学習 した 内容を身 の回 りの事象 や事物 と結 びつけ て と らえ, 生活 (物心両 面) ・支 援 c l

を豊 かに してい くことが で きる子 ども ・支 援 C 2

・支 援 C 3

学習 した 内容を , 設 定条件 を変 えた り, 拡張 した りす る ことに よ り, 学 習 内容 ・支 援 a 3

を 自分た ちで深化 ・発展 させ る こ とが で き る子 ども

問題解 決過程 に おいて , 自分 の考 えを もち, 他 の子 ど もと意 見 を交 わす こ とに ・支 援 a 2

よ り, 他 の子 ど もの よ さを吸収 し, 自分の考 えを豊 かに させて い くことが で き ・支 援 b l

る子 ども

学習 を振 り返 る ことに よ り, 自分の取 り組み や, 数学 的 な考 え ・認 識 を高め る ・支 援 b 2

こ とがで きる子 ども ・支 援 b 3

(3)新たな研究の視点～算数科の学習における異学年の共有の場の構成について～

本年度,筆者は,第5学年児童10名と第6学年児童10名(いずれも男女各5名,計20名)で組織

される複式学級高学年の担任となった。
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複式学級における算数科の学習は,一般的には「異単元・異内容」であり,互いに異学年児童を

背にしてそれぞの学習が独立して進められている。TTの形態をとらない場合,一人の教師が両学

年を行き来し,学習の支援を行うことになる。そこで,教師が随時つくことができないということ

をプラス方向に生かし,それぞれの日直が司会を行うことによって自分たちで学習を進めていく集

団としての自学の力を培おうと努めてきた。この点においては,たとえ教師がいなくても,前時の

学習や教科書をもとにして本時の学習のめあてをつかむところから本時の振り返りまで,つまり,

問題解決の全学習過程を,自分たちの力だけで進めていくことができるようになっている。しかし,

これは複式学級の特色を生かした学習には違いないが,単式学級においても教師の意識次第で実践

できることであり,複式学級ならではの学習づくりとは言えないであろう。複式学級の最大の特色

は,当然のことではあるが,異学年の児童が常に同じ教室にいるということである。このことを学

習づくりに生かしてこそ,複式のよさを生かした学習と言えるのであろう。具体的には,「異学年

間で学習を共有する場を構成する」ということである。そこで,「算数科の学習における異学年の

共有の場の構成」を本年度の新たな研究の視点として,その具体的な取り組みにあたってきた。次

節において,その実践例を紹介する。

3　実践例

(l)年間指導計画作成上の工夫

学習の共有の場を構成するための出発点は,

年間指導計画の作成である。本校では「学校図

書」の教科書を使用しているが,次表に示すよ

うに,両学年の単元の配列を,算数科の4領域

「数と計算」「量と測定」「図形」「数量関係」

において,なるべく同領域が並列するように配

置することを心がけた。この年間指導計画の配

列の工夫によって,次のような共有の場の構成

が可能となると考えた。

○学年間の関わりの場を構成した二学年

一斉授業

○授業の導入やまとめの場の共有

○既習事項の確認や学習事項の発展の見

通しをもつ場の共有

○学年間の系統性を考えた学級掲示

これらの具体例は,次節で示すことにする。

高学年(5・6年)　第1学期

月
5　　 学　　 年 6　　 学　　 年

単元 指　　 導　　 内　　 容 単元 指　　 導　　 内　　 容

4

5

6

7

整 ・十進数位取り記教法で表される整 分か ・(分数) ×(整数)の計算

数小 数と小数の仕組み 敷け ・×(分数)の計算

と赦

⑦

・10億,100億,10分の1,100分の1の数 の算 ・3 つ口の乗法

・末尾に0 のついた数の計算

・積や商の見積 りの仕方

⑨ ・被乗数と積の大小閑係

小か

敷け

・×(小数)の意味と計算の仕方

・電卓の活用
分わ ・(分数)÷(整数), ÷分数の計好

の算 散り ・逆数の意味

⑨ の算

⑬

・分数の 3 口の割り算の仕方

・小数を分数に直して計算する仕方
小わ

散り

・÷(小数)の意味と計算の仕方

・商を四捨五入して求める意味 倍割 ・分数倍の意味と求め方, 適用のし

・の算

⑬(9

・小数倍の意味と連用の仕方 と合

⑤

かた

体 ・体濱の意味, 単位 _1上

体

・角柱, 円柱の定義や構成要素

穣 ・直方体の体積の求め方 ・角すい, 円すいの定義や構成要素

と ・立方体の体積の求め方 ・展開周の見方やかき方

容 ・容積の意味 ① ・正面と真上から見た図

積⑬ ・c m - , m l , m I の単位の関係

・体積や容積の求め方の工夫

(10)

図 ・合同な図形の意味 鉱と ・拡大図や縮図の意味

形 ・頂点, 角, 辺の対応関係 大縮 ・対応する辺や角

の ・合同な三角形のかき方 図図 ・拡大図や縮図のかき方

人
口
同

と

角

⑬

・図形を決定する要素

・三角形の内角の和

・-四角形, 五角形などの内角

・平行四辺形の対角線と角

・ひし形の対角線と角

⑬ ・縮図と縮尺

復 ・整数と小数, 小数の計算 復 ・分数の乗除, 分数倍,

習 体積と容積, 図形の合同と角 習 立体, 拡大図と縮図

③(2 ・学習の仕方の振 り返りと展望 ② ・学習の仕方の振り返りと展望
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高学年(5・6年)　第2学期

月
5　　 学　　 年 6　　 学　　 年

単元 指　　 導　　 内　　 容 単元 指　　 導　　 内　　 容

9

10

11

12

単 ◎平均の意味と求め方 対

称

・線対称な図形の定義や性質と作図

位 ◎速さの表し方, 比べ方 ・点対称な図形の定義や性質と作図

量 ・時速, 分速, 秒速 ・基本的な平面図形を対称の観点か

当

た

り

・道のり, 時間の求め方

・単価, 人口密度など

⑧ ら考察

なみ ・ならべ方を図や表を使って落ちや

の ら合 重なりなく飼べること

考 ペわ ・組み合せ方を落ちや重なりなく図

え

⑧

(12)

方せ

と方

組⑤

や表を使って求めること

図 ・平行四辺形の面積 立積 ・角柱と円柱の表面積の表面積

形 ・三角形の面積 体と ・角錐とい円錐の体積

の ・台形の面積 の体 ・角柱と円柱の体積

面 ・面積の求め方の工夫 表穣 ・円錐と円柱の体積

積⑬

(12)

・三角形の面積が一定の時の底辺と

高さの変わり方

面⑧

倍 ※倍数, 公倍数, 最小公倍数 , 約数

比

⑩

・比の意味

数約 公約数, 最大公倍数の意味と見つ ・比の億

と数 け方 ・比を簡単にすること

⑧ ※奇数や偶数の意味と見つけ方 ・比と百分率 ・歩合

・比例配分の意味と適用の仕方
分 ・同値分数の意味と求め方

・異分母分数の大小比較の方法とし
ての通分の意味と仕方

数

⑤
比

例

と

◎正比例 ・反比例の意味

・式やグラフの特徴

・比例や反比例の関係に着目して解分と ・異分母分数の加法

数ひ

のき
た算

し⑧

算(7

・異分母分数の減法 反

比

例

⑧

(14)

く問題

文

字

と

式⑥

⑳X を使った式

・X にあてはまる数

・伴って変わる量と変わらない且
◎2 つの且の変わり方

復 ・分数, 図形の面積, 単位且当りの 復 ・対称, ならべ方と組み合わせ方,

習③~ 考え, 倍数, 約数, 文字と式 習 立体, 比, 比例, 反比例

(2) ・学習の仕方の振り返 りと展望 ② ・学習の仕方の振り返りと展望

高学年(5・6年)　第3学期

月
5　　 学　　 年 6　　 学　　 年

単元 指　　 導　　 内　　 容 単元 指　　 導　　 内　　 容

1

2

3

剖 ◎割合の意味と求め方 資の ◎度数分布を表す表やグラフ

ノゝ
ロ

◎百分率と歩合の意味と表し方 料調 ・度数分布表, 柱状グラフ

と ・比べる且と基にする量の求め方 ベ ◎以上, 以下, 未満の意味と使い方

グ ・円グラフ, 帯グラフの緩み方とか 方 ◎一部の資料から, 全体の傾向をつ

ラ

フ

⑫

き方 ⑦ かむこと

・工美したグラフ, ダイヤグラフ

且

と

単

位
⑥

・分離且と連続量の遠い

・単位の意味

・メートル法の仕組み

・新 しい単位
(K , ・m g , t など)

正

多円

・円周と直径

・円の面積を求める公式 お (数と計算の領域)

角 ・おうき形の意味と面積 諮 ・大きな数の計算(2 乗倍)

形 ・正多角形の意味と性質 と ・計算法則を使った計算

と⑩ ・正多角形のかき方 同

産

20

(15)

・覆面算, 虫食い算, 小町算

(且と測定の領域)

・単位の歴史

・周 りの長さが等しい図形の面積

・面積や体積の工夫した求め方
(図形の領域)分 ・ ・商としての分数

数塾

と数

小

数⑦

・分数と小数, 整数の関係 ・立体の展開図

・円や正方形の性質を利用した模様
づ くり

・黄金比(理想的な長方形の縦と櫓
の長さの比 )

・一筆書き

・タングラム
(教皇関係の領域)5 ・割合とグラフ, 正多角形, 円

年 分数と小数 ・整数 ・生活の中の割合

生ま ・5 年全体を振り返って ・カレンダーの数表の4 個の数の和

のと

め

④(2

・学習の仕方の振り返りと展望 の決まり

・作間
◎( 自由研究)

・各領域から

・教科書にない内容について

(2)授業構成上の工夫

本説では,授業における共有の場の事例を紹介する。

①　学年間の関わりの場を構成したこ学年一斉授業

事例①:「福幸おみくじ」4)(第5・6学年)

左の写真のようなおみくじ(福幸おみくじ)を両手にもって教

室に入る。子どもの目ほすぐにおみくじに向き,「それは何?」「あ

っ,おみくじだ」「楽しそう!」などの声が返ってくる。にこに

ことほほえみだけを返して「福幸おみくじに大吉は何本あります

か?」と板書する。「そんなのわからないよ」「全部で何本あるの?」

「当たりの割合を教えてください」などの声がまた返ってくる。

「5年生のおみくじは30本,6年生のには38本入っているんだ。

割合は教えられないなあ」と言う。「じゃあ,何本か引かせて」

と言う声がする。「どういうこと?」と尋ねると,「何本か引いて

みたら,だいたい大書が何本あるのか予想できると思う」と言う。他の児童もうなずいている。「よ

し,じゃあみんなに引いてもらおう」と言う。大喜びである。……このようにして,子どもたちが

学習のめあてをつかむ段階まで導く。ここで学年間の関わりの場を構成する。「実はね,大書はま

だ0本なんだ」と言っておみくじを筒から出して見せる。「なあんだ」「先生ひどい」などの声。「大

吉はみんなに作ってもらおうと思っているんだ。5年生のおみくじは6年生に,6年生のおみくじ

は5年生に」……こうして一人に3本ずつのおみくじを渡し,大吉を好きなだけ作ることにした。

それぞれが隠して作り,筒に入れる。残りの8本は,教育実習生の先生8人に1本ずつを任せるこ

とにした。こうして,5年生の手によって6年生用のおみくじが,6年生の手によって5年生用の

おみくじができあがる。大吉の本数(正解)は,誰にも分からない。それぞれ1本ずつ引いて,二
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周りした。引いたらくじは筒に戻すことを約束し,大吉である場合には黒板に正の字を記録してい

った。5年生は20回引いて12本,6年生は20回引いて13本の大書が出た。これをもとにそれぞれの

筒の中の大吉の本数を考えていった。話し合いは,それぞれの学年ごとに行い,話し合いの結果を

お互いに説明し合うという共有の場を構成した。6年生は大書の数25本をぴたりと当てた。5年生

の予想は3本違いであった。

②　導入とまとめの場の共有

事例②:「工夫して数えよう」(第5学年),「きまりを見つけよう」(第6学年)

本時の目標

(5年)日・常の事物を「工夫して数えられるか」　(6年)日常の事物を「一般化して数えられる

という観点から見つめ直そうとする。　　　　　　か」という観点から見つめ直そうとする。

学習の展開

5　 年　 生　　　　 】　　　　 6　 年　 生

指　 導 ・　 支　 援　 活　 動 学　　　 習　　　 活　　　 動 指　 導 ・ 支　 援　 活　 動

1 ・前学年で宿泊学習を体験 した

ほ4

1 スライ ド写真 を見なか ら, 気づいた ことや感 じたこ 1 ・4 年時 に宿泊学習を体験 し
「三滝少年自然の家」の風崇写 とを話 し合う中で, 学習のめあてをもつ。

・どこだろう? ・覚えてい るぞ !

「三滝少年 自然の家」 の風寮

真を, 6 年生が 「山の学習」を 兵と, 5 月に 「山の学習」を

体験 した 「道後 山の山の家」の 験 した 「道後山の山の家」の

写真と混ぜてス ライ ドで映写 す 真 を混ぜてスライ ドで映写づ

・丸太を組み合わせて作 られ

る。

・丸太 を組 み合わせて作 られた 三滝の 自然の家だ !　　 道後山の山の家だ !
物でその形に リズムがあ る物 を 物でその形に リズムがある物
続けて映 してい く。

・木でで きてい る物ばか りだ。
続けて映 してい く。

(例 ) 「自然の家」の手す り (例 ) 「山の家」のベランダの

l　　　　　　　　　l　　　　　　　　l　　　　　　　　l
l　 l　 l　 l

I I I I l l I

2 ◎ より身近な素材 とするために

・同 じ形が くりかえされてい るぞ !

・何本 の丸太を使っているのだろう ?
・工夫 して数えられそうだ。

に硯

2　 追究の対象 (素材 ) をお互いに確認す る。

l　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　l

l　　　　 l　　　　 l　　　　 l　　　　 l

2 ◎よ り身近な素材 とす るため
「自然の家」の手す りを追究の

慄 裟」の手す 。 腰 ㌦ ベ ランダの柵 I

3　図形棒 で手す りを作　　　 3　丸太の本数 の数え方 を
る。　　　　　　　　　　　　 考える。

「山の家」のベランダの柵を
対象 とす る。 究の対象 とする。

3　 図形棒 を用いて手す りを構成 3　 模型を提示 して観察 を促す
す る活動を通 して , 問題場面を ともに, 追究の対象を具体化
具体的に把膣で きるようにする る。

4 ◎ 自力解決の場における自己評 4　丸太の本数を工夫 して　　 4　柵が広 くなっても使える 4 ◎長 くつながった柵の模型を
価の観点 を示す。 数える。　　　　　　　　　 方法を考える。 示 して発展的な場面を具体的

イメージすることがで きるよ
にするとともに, 考え方の一一一・個々の考えを把擁する。

5　 日直の司会で学習を進めてい

・他に方法はないか ? (多様性 )
・もっと簡単な方法はないか ? (簡潔 )

: 叉霜 雪票差票書芸悪要請 凱 濡 買 乳 )

・数が増 えても使える方法はないか? (一般化)

5　色々な数え方の工夫を　　 5　色々な数え方の工夫や
理解する。　　　　　　　　　 一般化 を理解す る。

・形の リズムを使 う。　　　 ・形の リズムを使う。
・同 じ部位 を数 える。　　　 ・同じ部位 を数える。

・図や表をもとに数え
方の一般化 を図る。

6　お互いの考え方につい　　 6　お互いの考え方につい
て話 し合 う。　　　　　　　 て話し合う。

・よいと思 うところ　　　　 ・似ているところ
・よい と思 うところ

7　 本時の学習を意識 しなが らスライ ド写真を観る。

・こんな物 にも並び方のきまりがあったんだ !
・これ も工 夫して数え られそうだ !
・もっと数 が増えて も数 えられるぞ !

仇勺

8　 本時を振 り返 り, 気づいたことや感 じたこと, わか

化 を促す。

・個 々の考 えを把握す る。

5　 日直の司会で学習を進めて
く。教師は 「児童の考え方が具 く。教師は必要に応 じて, 指
体物や図を もとにして明確に説
明されてい るか」 という観点か
ら, 発表 を見守 る。

6 ◎ 日直の司会で, 考え方の よさ

助言を行 う。

6 ◎日直の司会で, 考え方の数
についての相互評価の場 を設定 点とよさについての相 互評価
す る。

7 ◎スライ ド写真 を映 し, 日常の

場 を設定 する。

7 ◎スライ ド写真を映 し, 日常
事物を 「工夫 して数 えることが 事物 を 「一般化 して数 えるこ
芸髭 字義をゞ 去讐点か ら見つ

8　 振 。返 。の観点を示す ととも

雲富農去鎚 錆 去讐点か ら

8　 5 年生とともに振 。返る線
に, 6 年生の振 り返 りを聞 くこ ったこと, 調べてみたいこと等をノー トに記述 し, を通 して, 「自然の家」の手
で, よい点を具体的に学び とる 発表する。 りも一般化で きることに気づ

こ とが きるよっにする。 洲 せたい。

-203-

た
写
体
写
る
　
た
を
　
柵
　
　
　
　
　
　
に
追
　
　
　
と
す
　
　
蛙
に
う
般
　
　
　
　
　
　
い
導
　
　
　
　
　
似
の
　
　
　
　
の
と
見
　
　
　
　
　
動
す
か



これは,授業の導入とまとめの段階に異学年の共有の場を構成することを意識した学習指導案の

一例である。本来は指導案の中央線で分かれている学習活動を,一つの枠で囲み,共有の場を表現

している。学習活動の1・2と7・8が共有の場である。(紙面の都合上,本時の目標と学習の展

開のみ掲載する。)

③　既習事項活用の確認の場:学習事項発展の見通しをもつ場

すべての算数の授業において,上述した(D②のように大きな共有の場を構成することは難しい。

しかし,前項の年間指導計画上の同領域の配列の工夫によって,系統性という面から関連のある内

容を同時間に学習できるように構成することが多くの授業において可能となる。例えば,次のよう

な場合である。

学習事項の発展の見通し

第 5学年 第 6学年

単　 元　 名 学 習 事 項 単　 元　 名 学 習 事 項

小数のわ り算 ÷小数の意味と計算 分数のわ り算 小数を分数に直す計算

図形の面積 三角形の面積 立体の体積と表面積 角錐の表面積

割合とグラフ 割合の意味と求め方 資料の調べ方 グラフの占める割合

既習事項の活用の確認

このような異学年間の系統性のある授業においては,学習過程の中で,一瞬でも,他学年の学習

正目を向ける場面を設定したり,授業終了後にお互いに板書を見合うことを促したりすることだけ

でも,次のように大きな意味があると考える。

05年生にとって,6年生の学習内容や板書を見ることは,現在の自分たちの学習内容の発展

についての見通しをもつことにつながる。また,そこから学習することの意味を感じる。

06年生にとって,5年生の学習内容や板書を見ることは,現在の自分たちの学習内容の基礎

となっている学習内容を復習することになる。また,自主的な学習においては,どの学習内

容に立ち返って学習することが現在の学習に役立つかを認識することができる。

(3)学級掲示上の工夫
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教室環境づくりの一つとしての学級掲示も,異学年の効果的な学習の共有の場として捉えること

ができる。ここでは,算数科の学習に関する掲示として,「問題づくり」と「DISCOVERY」

のコーナーについての紹介を行う。

①　問題づくり

算数の各単元の終了時に「問題づくり」

の時間を設定してきた。児童は,既習事項

を活用しながら,オリジナルな問題を作成

する。右に示した作品は,両学年の一例で

ある。このような一人一人の問題が,各学

年のコーナーに掲示されている。児童は友

達の作品を見ることが大変好きである。他

学年の内容にも興味をもち,眺めている姿

をよく見かけた。これも異学年の学習の共

有の場と言えよう。

②　DISCOVERY

児童一人一人に,算数発見ノート

"DI SCOVERY"を持たせてい

る。これは,日常生活の中で発見した

算数を自分なりに整理するためのノー

トであり,あくまで,児童が自由に自

主的に活用するようにしている。

"DI SCOVERY''を始めるにあ

たっては,次に示す内容をプリントし,

オリェンテーションを行った。児童は

このプリントをノートの第1頁に貼っ

ている。

次に示すものは,児童の発見

《5年生児童の問題》

い碧 聖 語 を紆 章票 か・

九時至で、全長の輿1ノいま、
野球 が大培王です。合宙ま
ほ 艶 ‡ご呈音畏 豊 艶

お金は 1392円です。会長の輿三大

患嶺監
◎掛 机

霊慧霊 よそ慧墨

《6年生児童の問題〉

D I S C　く⊃　ヽ′　E R Y

DISCOVERY(ディスカバリー)とは,``発見''という意味です。

みなさんの生活の中には,算数に関わることが数え切れないくらいあります。例えば,

道路標識の形は,ほとんどが円か正三角形です。このように,物の形に眼をつけても,た

くさんの発見があるでしよう。また,デパートやスーパーに行けば,たくさんの数字が眼

に入ってきます。～本で～円,～%引き‥・。このように,数字に眼をつけても,たくさん

の発見があるでしよう。以前,算数の時間に考えた,オルガンの鍵盤など,きまり正しく

並んでいる物の形や教のリズムに眼をつけても,たくさんの発見があるでしよう。

このノートは,自分が発見した「生活の中にある算数」を,まとめていくものです。た

くさん発見すればするほど,ふだん何気なく見過ごしていることも,楽しみながら見るこ

とができるようになります。また,いつでもどこでも学習できる人になります。自分の力

で自分をどんどん伸ばしていく人になります。このような人は,きっと,算数以外の学習

も楽しくできて,その力もますます身につけていく人になるでしょう。

どんな小さな発見でもいいのです。できるだけたくさん見つけてください。まとめ方は

ことば,給,図,写真,切り抜き,表,式,その他…自由です。まとめることが楽しくな

るように,工夫してみてください。先生は,このノートを開くことを,とても楽しみにし

ています。　さてさて,どんな発見が…???

(ノート記述)の一例である。

①の問題作りと同様に,このDI SCOVERYのコーナーも,
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異学年間で互いの発見に興味を

示し,見合っている姿が伺える。ここにも一つの学習の共有がある。
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4　成果と課題

ここでは,まず,前節第2項①の実践例:「福幸おみくじ」の授業についての児童の振り返りの

記述を紹介したい。

ぼ くは , 今 日の 授 業 , とて もお も しろ い な あ と思 い ま した 。 そ れ ほ , 六 年 生 と五 年 生 が 絶

対 分 か らな い よ うに , 二 つ の お み く じに 当 た りの マ ー クを 付 け た は ず な の に , 六 年 生 が 見 事

に 当 た りが 何 本 あ るか 計 算 で 求 め た か ら です 。 や っぱ り六 年 生 は す ご い な あ と思 い ま した 。

計 算 の や り方 は , 約 ? % の 確 率 とか で 出 して い ま した 。 ぼ くら も まね して み た け ど, 少 しは

ず れ ま した 。 で も, ぼ くは で きそ う もな い こ とが 算 数 で で き る ゐ で , 算 数 っ て お も しろ い な

あ と思 い ま した 。

①は5年生,②ほ6年生の記述である。下線の箇所を読んでも分かるように,互いに他学年の学

習の様子を意識した記述となっている。①からは,6年生がぴったり本数を当てたことに感動して

いること,6年生の解決方法に興味を示していること(この時点では,5年生はまだ「割合」の学

習をしておらず,「%」は未習事項である),また,その真似をしようとしていることなどが分かる。

②からは,5年生が6年生はどうまくいかなかったことへの思いやりの記述,ふりかえりの記述な

どを読みとることができる。他の児童のふりかえりにも,同様に,他学年に関する記述が多く見ら

れた。

次に,今一度,DISCOVERYの記述を見ていただきたい。右に

示したものは,5年生児童のDI SCOVERYからとったものである。

身の回りの線対称を発見している。「線対称」は第6学年の学習内容で

あるが,授業の中で教師の撮影したスライド写真(身の回りの線対称な

事物を撮したもの)を5年生児童とともに見るという学習の共有の場を

構成した。その後日,5年生児童が提出したものである。異学年の共有

の場の設定が,主体的・自主的な学習活動を導いた一例である。

このように,徐々にではあるが,異学年の学習の共有をもとにして,

互いに学び合い,高め合う姿が見られるようになってきている。これは

共有の場の構成の成果と考えられよう。しかし,両学年の児童の反応を

比較してみたとき,5年生児童の高まりの方が大きいように思われた。

今後は,今以上に,上学年児童が下学年児童から多く学ぶことができるような場の構成や支援活動

を心がけたいと思っている。
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